
令和５（2023）年令和５（2023）年第809号広報あやべ
市政運営方針
綾部市市民憲章
綾部幼稚園が閉園
自転車乗るならヘルメット！
令和５年度国保料
観光デジタルフォトコン
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火の用心！
　春の火災予防運動期間中の３月４日、市消防本部と消防団が志賀郷地
区で高齢者家庭への防火訪問を実施。住宅用火災警報器の設置・維持管
理を呼び掛けるなど火災予防の啓発を行いました。
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コ
ロ
ナ
禍
の
相
反
す
る
課
題
に
腐
心

　本
市
は
昨
年
、
大
き
な
災
害
に
は
見

舞
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
世
界
各
地

で
猛
暑
や
大
雨
、
山
火
事
な
ど
自
然
災

害
が
多
発
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
北
朝

鮮
の
度
重
な
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射

な
ど
、
わ
が
国
は
前
例
の
な
い
難
し
い

事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
物
価
高
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食

料
不
足
な
ど
社
会
不
安
の
高
ま
り
は
、

世
界
の
国
々
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
わ
が
国
、
そ
し
て
本
市
に
お
い
て

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
拡

大
と
収
束
を
繰
り
返
し
な
が
ら
３
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
社
会
的
に
も
、
経
済

的
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
よ
る
感

染
予
防
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
社
会
経
済
活
動
を
い
か
に
維
持
し

て
い
く
か
と
い
う
、
相
反
す
る
課
題
に

直
面
。
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
使
い

分
け
に
腐
心
し
た
３
年
間
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
も
、
こ
の
５
月
か
ら
は
感

染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
へ
の
引
き
下

げ
が
決
ま
る
な
ど
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
移
り
つ
つ
あ
る
と
期
待
。
各

種
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め

ま
す
。

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
実
現
へ

　Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
社
会
と
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ

ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

社
会
の
本
格
的
な
到
来
に
本
市
も
備
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
進
展
は
、
多
様
な
暮
ら
し
方
や
働

き
方
を
も
た
ら
し
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
田
舎
暮
ら

し
の
実
現
や
田
園
回
帰
の
流
れ
を
加
速

さ
せ
ま
し
た
。

　ま
た
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

自
治
体
と
し
て
、
先
人
達
が
守
っ
て
き

た
大
切
な
ふ
る
さ
と
綾
部
を
未
来
に
つ

な
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
市
民
、
事
業
者
と
連
携
し
て
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り

　令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
第
６
次

綾
部
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支

援
、
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
に
対
応
し
た
予
算
編

成
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　本
年
は
、
こ
れ
ま
で
種
を
ま
い
て
き

た
事
業
が
実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、
今
春
に
里
山
交

流
研
修
セ
ン
タ
ー
が
完
成
予
定
。ま
た
、

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
市
道
宮
代
豊
里

線
の
拡
幅
改
良
も
完
了
し
ま
す
。
さ
ら

に
、Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
北
側
に
は
、
待
望
の

新
図
書
館
、
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
３
つ
の
機
能
を

併
せ
持
つ
複
合
施
設
も
今
秋
に
完
成
予

定
。
隣
接
す
る
北
部
産
業
創
造
セ
ン
タ

ー
と
の
相
乗
効
果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
新
た
な
事
業
と
し
て
、
旧
市

民
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
を
活
用
し
た
公
園

整
備
に
着
手
。
こ
の
ほ
か
、
綾
部
幼
稚

園
の
跡
地
に
は
こ
ど
も
発
達
支
援
拠
点

施
設
を
、
西
部
地
域
に
は
地
域
振
興
と

消
防
防
災
機
能
を
併
せ
持
つ
拠
点
整
備

事
業
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

社
会
情
勢
に
創
意
工
夫
で
対
応

　一
方
、
本
市
の
財
政
は
、
平
成
30
年

７
月
豪
雨
災
害
の
厳
し
い
状
況
か
ら
は

回
復
し
た
も
の
の
、
今
般
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
物
価
の
高
騰
、
社
会
保
障
費
の
増

大
な
ど
財
政
需
要
は
ま
す
ま
す
増
加

し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
過
疎
対
策

事
業
債
や
基
金
等
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
活

用
。
あ
わ
せ
て
、
国
や
府
、
民
間
企
業
、

大
学
等
と
の
連
携
に
よ
っ
て
事
業
を
展

開
し
「
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
み
ん
な

で
紡
い
で
実
現
で
き
る
ま
ち…

綾
部
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
と

り
わ
け
本
市
の
少
子
化
対
策
は
ま
さ
に

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
っ
て
く
れ

る
よ
う
、
今
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
教
育
、
子

育
て
課
題
に
対
応
す
る
施
策
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

３
つ
の
眼
で
時
代
を
切
り
開
く

　卒
業
を
控
え
る
中
学
３
年
生
へ
の

「
市
長
の
ふ
る
さ
と
講
座
」
の
中
で
、

「
３
つ
の
眼
」
の
視
点
を
持
つ
こ
と
の

重
要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
。
世
界
を
俯

瞰
す
る
「
鳥
の
眼
」、
地
域
の
特
性
を

理
解
す
る
「
虫
の
眼
」、
そ
し
て
時
代

の
流
れ
や
価
値
観
の
変
化
を
見
極
め
る

「
魚
の
眼
」。
こ
の
３
つ
の
視
点
は
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
上
で
重
要
で
す
。
常
に

国
内
外
の
情
勢
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

市
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
新
し
い
時

代
を
切
り
開
い
て
い
く
姿
勢
で
市
政
に

取
り
組
み
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
27

日
に
開
会
。
山
崎
善
也
市
長
は
こ
の
日
、
新
年
度
の
市
政
運
営
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
へ

市
政
運
営
方
針
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１／所信を述べる山崎市長＝２月27日、本会議で　２／令和
４年度、脱炭素への気運を高めるため、あやべゼロカーボン
表彰を創設　３／令和４年度に工事完了予定の宮代豊里線　
４／令和５年春に完成予定の里山交流研修センター　５／令
和５年秋に供用開始予定の（仮称）駅北複合施設（イメー
ジ）　６／市内の中学生へのふるさと講座ふ

か
ん
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会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
27

日
に
開
会
。
山
崎
善
也
市
長
は
こ
の
日
、
新
年
度
の
市
政
運
営
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
へ

市
政
運
営
方
針

5 4

6

2

3

1

１／所信を述べる山崎市長＝２月27日、本会議で　２／令和
４年度、脱炭素への気運を高めるため、あやべゼロカーボン
表彰を創設　３／令和４年度に工事完了予定の宮代豊里線　
４／令和５年春に完成予定の里山交流研修センター　５／令
和５年秋に供用開始予定の（仮称）駅北複合施設（イメー
ジ）　６／市内の中学生へのふるさと講座ふ

か
ん
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参
加
型
劇
「
塔
の
あ
る
街
」
を
上
演
、

平
成
18
年
に
は
映
画
化
に
成
功
。
近
年

は
、Ｐ
Ｒ
動
画
や
市
民
憲
章
を
ユ
ニ
ー

ク
に
紹
介
す
る
パ
ロ
デ
ィ
動
画
を
公
開

し
、
市
民
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
精
力

的
に
続
け
て
い
ま
す
。

　市
は
、
令
和
３
年
に
策
定
し
た
第
６

次
総
合
計
画
の
施
策
の
大
綱
を
市
民
憲

章
を
基
に
構
成
。
本
市
が
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
に
、
市
民
憲
章
に
込
め

ら
れ
た
市
民
の
願
い
を
反
映
さ
せ
て
い

ま
す
。

市
民
の
総
意
と
し
て
制
定

　市
民
憲
章
は
、
前
文
で
本
市
の
目
指

す
方
向
を
明
ら
か
に
し
▽
平
和
▽
自
治

▽
教
育
▽
環
境
▽
産
業
▽
計
画―

の
６

つ
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　制
定
に
当
た
り
市
民
の
総
意
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
千
人
を
超
え
る
市
民
か

ら
一
万
項
目
に
及
ぶ
意
見
を
集
約
。
専

門
家
や
市
内
26
団
体
で
構
成
す
る
「
市

民
憲
章
等
制
定
協
議
会
」
を
中
心
に
一

年
間
議
論
を
重
ね
て
完
成
し
ま
し
た
。

　本
市
の
市
民
憲
章
の
一
番
目
は
「
平

和
」。
日
本
の
自
治
体
で
初
め
て
世
界

連
邦
都
市
宣
言
を
行
い
、
平
和
を
市
是

と
す
る
本
市
の
特
徴
が
色
濃
く
表
れ
て

い
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
展
開
し
Ｐ
Ｒ

　市
民
憲
章
等
制
定
協
議
会
は
、
憲
章

の
制
定
と
同
時
に
「
綾
部
市
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）」
に

改
称
し
ま
し
た
。
以
降
50
年
の
間
は
協

議
会
を
中
心
に
▽
市
中
パ
レ
ー
ド
▽
記

念
式
典
▽
各
種
講
演
会
▽
機
関
紙
の
発

行―
な
ど
を
実
施
。
昭
和
56
年
の
平
和

祈
願
の
集
い
や
、
平
成
４
年
の
地
球
市

民
の
集
い
の
初
開
催
に
も
関
わ
り
、
現

在
も
続
く
特
徴
的
な
事
業
の
推
進
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
協
議
会
は
平
成
16
年
、
市
民

　
綾
部
幼
稚
園
は
、
少
子
化
や
保
育

ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
で
園
児
が
減
少
し

た
こ
と
に
伴
い
、
本
年
３
月
31
日
に
閉

園
し
ま
す
。
１
２
２
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
る
綾
部
幼
稚
園
の
歴
史
を
振
り
返

り
ま
す
。

同
園
を
１
万
８
６
６
１
人
が
卒
園

　同
園
は
明
治
33
年
、
綾
部
町
立
綾
部

幼
稚
園
と
し
て
本
宮
町
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
25
年
の
市
制
施
行
に
伴
い

市
立
綾
部
幼
稚
園
に
改
称
。
園
舎
は
数

度
の
移
転
を
経
て
、
昭
和
45
年
か
ら
現

在
の
上
野
町
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　同
園
の
幼
児
教
育
に
対
す
る
評
価
は

高
く
、
平
成
２
年
に
は
全
国
学
校
安
全

優
良
園
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成
９
年

に
は
地
域
に
開
か
れ
た
幼
稚
園
を
目
指

し
て
「
園
開
放
日
」
を
実
施
。
平
成
10

年
に
は
預
か
り
保
育
を
開
始
す
る
な

ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
平
成
12
年
に
は
同
園
創
立
１

０
０
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
関

係
者
で
祝
い
ま
し
た
。

少
子
化
や
保
育
ニ
ー
ズ
の
変
化
受
け
決
断

　同
園
は
、
最
盛
期
の
昭
和
28
年
に
４

０
７
人
が
卒
園
。
卒
園
者
の
総
数
は
、

１
万
８
６
６
１
人
に
上
り
、
本
市
の
幼

児
教
育
の
一
端
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　と
こ
ろ
が
、
近
年
の
少
子
化
や
核
家

族
化
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
る
保

育
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に
よ
り
同
園
の

入
園
者
は
年
々
減
少
。
令
和
２
年
度
に

は
、
入
園
希
望
者
が
下
限
の
５
人
に
達

し
な
か
っ
た
た
め
休
園
。
戦
争
に
よ
る

一
時
休
園
を
除
い
て
初
め
て
の
休
園
と

な
り
ま
し
た
。
以
降
も
希
望
者
が
増
え

る
こ
と
は
な
く
、
３
年
連
続
で
休
園
と

な
り
、
市
は
幼
児
教
育
を
取
り
巻
く
状

況
を
総
合
的
に
判
断
し
、
３
月
末
で
の

閉
園
を
決
断
し
ま
し
た
。

　同
園
の
跡
地
は
、
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
児
童
の
発
達
を
総
合

的
に
支
援
す
る
、
こ
ど
も
発
達
支
援
拠

点
施
設
と
し
て
活
用
予
定
で
す
。

　
市
民
憲
章
は
昭
和
48
年
９
月
、
綾
部
青
年
会
議
所
が
制
定
を
提
唱

し
、
翌
49
年
11
月
に
市
が
制
定
し
ま
し
た
。
制
定
か
ら
約
50
年
。
当

時
の
市
民
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
市
民
憲
章
に
つ
い
て
、
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。（
記
事
Ｉ
Ｄ
１
３
７
７
）

綾部青年会議所は令
和元年、市民憲章の
概念を視覚的にデザ
イン化したロゴ（図）
やアイコンを作成。
同会議所のホーム
ページで公開中です

同協議会は２月26日、西町三丁目のあやべ・日東精工アリー
ナ（市民センター）で、市民憲章フェスタを開催。市内の
小学生50人が、ゲームで楽しく市民憲章を学びました。午
後１時の部に優勝した「チームたまわ」と午後２時の部に

優勝の「バナナ３」の２チー
ムが市民憲章マイスターの
称号を獲得。「たまわ」の
３人は「優勝できてうれし
い。これから環境のために、
節電や節水を頑張りたい」
と話しました。

綾
部
市
市
民
憲
章

ご
存
知
で
す
か

　私たち綾部市民は、丹波の美しい山河と豊かな伝統を
もつふるさとを誇りとし、郷土愛に燃え、自然と人間が真
に調和する新しい田園都市の実現をめざして、ここに市民
憲章を定め、これを守り実行することを誓います。

一　平和をねがい、祈りのあるまちにしよう。

一　自治を高め、心のつながりのあるまちにしよう。

一　教育をたいせつにし、文化のかおるまちにしよう。

一　環境をととのえ、健康のあふれるまちにしよう。

一　産業をおこし、豊かなくらしのあるまちにしよう。

一　計画を定め、輝かしいあしたをひらくまちにしよう。

ゲームで楽しく市民憲章を学ぶ

思い出の園舎に別れ

綾部幼稚園が閉園

令和２年　最後の生活発表会平成12年　100周年記念式典

大正６年 皇后陛下行啓記念 昭和25年 50周年記念式典明治38年 園庭での保育風景

昭和52年 秋の大運動会

　明治から続く当園の閉園は、残
念でなりません。
　100周年記念事業に保護者の皆
さんと関われたことや、担任して
いた園児が高校生になり、所属す
る吹奏楽部のコンサートに招待し
てくれたことが大切な思い出で
す。
　長きにわたり綾部幼稚園の教育
にご支援とご協力をいただいた、
すべての皆さまに感謝申し上げま
す。

令和元年度綾部幼稚園長
（現八田幼稚園長）

松浦宏美

記事ＩＤ＝市ホームページのＩＤ検索でＩＤを入力すると、関連ページが開きます

綾部市市民憲章綾部市市民憲章綾部市市民憲章
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憲章を定め、これを守り実行することを誓います。

一　平和をねがい、祈りのあるまちにしよう。

一　自治を高め、心のつながりのあるまちにしよう。

一　教育をたいせつにし、文化のかおるまちにしよう。

一　環境をととのえ、健康のあふれるまちにしよう。

一　産業をおこし、豊かなくらしのあるまちにしよう。

一　計画を定め、輝かしいあしたをひらくまちにしよう。

ゲームで楽しく市民憲章を学ぶ

思い出の園舎に別れ

綾部幼稚園が閉園

令和２年　最後の生活発表会平成12年　100周年記念式典

大正６年 皇后陛下行啓記念 昭和25年 50周年記念式典明治38年 園庭での保育風景

昭和52年 秋の大運動会

　明治から続く当園の閉園は、残
念でなりません。
　100周年記念事業に保護者の皆
さんと関われたことや、担任して
いた園児が高校生になり、所属す
る吹奏楽部のコンサートに招待し
てくれたことが大切な思い出で
す。
　長きにわたり綾部幼稚園の教育
にご支援とご協力をいただいた、
すべての皆さまに感謝申し上げま
す。

令和元年度綾部幼稚園長
（現八田幼稚園長）

松浦宏美

記事ＩＤ＝市ホームページのＩＤ検索でＩＤを入力すると、関連ページが開きます

綾部市市民憲章綾部市市民憲章綾部市市民憲章



　ＳＧマークのあるヘルメットは、製
品安全協会が定めた安全性認定基準を
満たし、高い安全性が保証されています。
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市
は
２
月
８
日
、
令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
の

運
営
に
つ
い
て
、
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
四
方
道
人
会
長
）
か

ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
１
人
当
た
り
の
国
保
料
は
据
え
置
き
で
、
関
連

予
算
案
を
市
議
会
３
月
定
例
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　先
月
、
65
歳
に
な
っ
た
。〝
高
齢
者

の
仲
間
入
り
で
あ
る
。
相
前
後
し
て
介

護
保
険
や
年
金
関
係
の
通
知
な
ど
が
届

き
、
改
め
て
節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と

を
再
認
識
。
今
ま
で
幸
い
な
こ
と
に
心

身
と
も
に
さ
ほ
ど
衰
え
を
実
感
す
る
こ

と
も
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
故
に
今
回
の

誕
生
日
は
例
年
に
な
く
感
慨
深
く
、
同

時
に
己
の
老
後
を
改
め
て
考
え
て
み
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

　私
に
は
同
年
代
の
知
り
合
い
で
大
き

く
分
け
て
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

18
歳
ま
で
過
ご
し
た
綾
部
の
幼
馴
染
。

大
学
時
代
の
柔
道
部
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

仲
間
。
前
職
で
あ
る
銀
行
員
時
代
の
同

期
生
や
仕
事
を
通
じ
て
付
き
合
っ
た
人

た
ち
。
そ
し
て
現
職
に
就
い
て
か
ら
交

流
を
深
め
た
政
治
や
行
政
関
係
の
知
り

合
い
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
異
な

り
、
ま
た
付
き
合
い
に
濃
淡
は
あ
れ
、

そ
の
時
々
を
同
じ
世
代
の
仲
間
と
し
て

切
磋
琢
磨
し
、
辛
酸
を
共
に
し
た
同
士

と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
還
暦
を
過

ぎ
た
頃
か
ら
、
悠
々
自
適
の
生
活
を
選

ぶ
者
も
あ
れ
ば
、
大
企
業
の
ト
ッ
プ
な

ど
実
社
会
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
同
輩

も
少
な
か
ら
ず
い
る
な
ど
、
ま
さ
に

〝
人
生
い
ろ
い
ろ
〞
で
あ
る
。
中
に
は

す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
同
級
生
、
闘
病

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
知
己
も

い
る
。ア
メ
リ
カ
の
詩
人
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ウ
ル
マ
ン
の
残
し
た
有
名
な
『
青
春
』

の
一
節
が
身
に
沁
み
る
。

　「青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
を
言

う
の
で
は
な
く
、心
の
も
ち
方
を
言
う
。

す
な
わ
ち
人
生
の
深
い
泉
の
清
新
さ
を

言
う
の
で
あ
る
。…

時
に
は
20
歳
の
青

年
よ
り
も
60
歳
、
80
歳
の
人
に
青
春
が

あ
る
。
年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い

な
い
。
理
想
を
失
う
時
に
初
め
て
老
い

る
」　身

体
能
力
が
人
生
の
黄
昏
に
入
っ
た

こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
。
す
べ
て
の

赤
ち
ゃ
ん
は
泣
き
声
を
発
し
て
生
ま
れ

て
く
る
が
、
こ
れ
は
心
肺
機
能
を
母
親

の
胎
内
か
ら
胎
外
の
シ
ス
テ
ム
に
変
更

す
る
た
め
必
要
な
行
為
と
も…

。
も
う

そ
ん
な
必
要
も
な
い
我
々
高
齢
者
は
、

穏
や
か
な
笑
顔
を
絶
や
す
こ
と
な
く

〝
老
後
〞
を
生
き
た
い
も
の
だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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高
齢
者
の
仲
間
入
り

急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
社
会
情
勢
に
配
慮

　国
保
と
は
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
保
険
料
を
出

し
合
っ
て
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

近
年
は
加
入
者
が
減
り
、
保
険
料
な
ど

の
収
入
は
減
少
。
運
営
状
況
は
、
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
見
通
し
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
中
、
急
激
な
物
価
高
騰
な

ど
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
加
入
者
の
負

担
増
を
考
慮
。
国
保
準
備
基
金
（
貯
金
）

約
１
億
円
を
活
用
し
、
保
険
料
を
11
年

連
続
の
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。

　令
和
５
年
度
の
１
人
当
た
り
の
国
保

料
の
平
均
年
額
は
、
医
療
給
付
費
や
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分

を
含
め
、
７
万
６
６
３
８
円
（
昨
年
と

同
額
）
で
す
。

基
金
減
少
し
厳
し
い
財
政
運
営
続
く

　国
保
準
備
基
金
の
残
高
は
、
本
年
度

末
の
見
込
み
額
約
２
億
３
０
０
０
万
円

に
対
し
、
令
和
５
年
度
末
は
約
１
億
３

０
０
０
万
円
と
推
計
。
基
金
は
減
少
す

る
一
方
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度

化
に
よ
り
医
療
費
な
ど
の
出
費
は
膨
ら

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
団
塊
の
世
代
」

が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い
、
国
保
に
お
け
る
負
担
金

の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　市
は
今
後
、こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

適
切
な
準
備
基
金
の
確
保
を
念
頭
に
、

持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

11
年
連
続
据
え
置
き
に

令
和
５
年
度
国
保
料

四方会長＝写真左＝から答申を受ける山崎善也
市長

お
さ 

な
な 

じ
み

し

〞

み
ち 

ひ
と

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転
車
利
用
者

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に
な
り
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
、
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

努
力
義
務
の
対
象
が
拡
大

　自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

は
、
平
成
20
年
の
改
正
道
路
交
通
法
以

降
、
13
歳
未
満
の
児
童
や
幼
児
が
乗
る

と
き
に
か
ぶ
ら
せ
る
こ
と
を
保
護
者
へ

の
努
力
義
務
と
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

府
の
条
例
も
、
自
転
車
に
未
就
学
児
を

同
乗
さ
せ
る
と
き
の
着
用
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
に
成
立
し
た
新

し
い
改
正
法
で
は
、
自
転
車
に
乗
る
人

全
員
に
対
象
を
広
げ
「
か
ぶ
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
。
こ

の
改
正
法
が
、
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ

ま
す
。

非
着
用
時
の
致
死
率
２
倍

　令
和
３
年
ま
で
の
５
年
間
、
自
転
車

乗
車
中
の
交
通
事
故
死
者
の
約
６
割

が
、
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
い
ま
す

＝
左
上
表
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
時
の

致
死
率
（
死
傷
者
に
占
め
る
死
者
の
割

合
）
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
時
の
約
２
・

２
倍
。
死
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
で
も

▽
言
語
▽
視
力
▽
聴
力
▽
記
憶―

な
ど

に
障
害
が
現
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
は
、
頭
部
を
保
護
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
万
が
一
に
備
え
、

自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
た
め
に
、
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
る
こ
と
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
乗
る
な
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
！

４
月
か
ら
努
力
義
務
に

「ながら運転」は交通違反！
　イヤホンで音楽を聴きながら▽スマート
フォンを操作しながら▽傘を差しながら―の
運転は車や歩行者の接近に気
付きにくく、大きな事故につ
ながる危険な行為です。自転
車に乗るときは交通ルールを
守り、安全に利用しましょう。

　自転車事故は、通勤や通学、帰宅時間帯
に多く起きています。綾部市では、令和２
年11月に自転車で通学していた中学生が車
と衝突し、頭部を損傷する事故が発生しま
した。見た目や髪型が崩れるなど、着用に
抵抗がある人も多いと思いますが、いざと
いうとき大切な命を守るために、ヘルメッ
トの積極的な着用をお願いします。

自転車乗用中の交通事故死者の
主な致命傷の部位

通学時にも
ヘルメットの着用を

合計
2,145人

平成29年～令和３年 出典：警察庁

頭部
1,237人
58％

胸部
263人
12％

その他
394人
18％

腰部
90人
4％

けい部
161人
8％

半数以上が、
頭部への致命傷 !

綾部警察署交通課
係長  山科真琴さん

　ＳＧマークのあるヘルメットは、製
品安全協会が定めた安全性認定基準を
満たし、高い安全性が保証されています。
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き
と
し
ま
し
た
。

　令
和
５
年
度
の
１
人
当
た
り
の
国
保

料
の
平
均
年
額
は
、
医
療
給
付
費
や
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分

を
含
め
、
７
万
６
６
３
８
円
（
昨
年
と

同
額
）
で
す
。

基
金
減
少
し
厳
し
い
財
政
運
営
続
く

　国
保
準
備
基
金
の
残
高
は
、
本
年
度

末
の
見
込
み
額
約
２
億
３
０
０
０
万
円

に
対
し
、
令
和
５
年
度
末
は
約
１
億
３

０
０
０
万
円
と
推
計
。
基
金
は
減
少
す

る
一
方
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度

化
に
よ
り
医
療
費
な
ど
の
出
費
は
膨
ら

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
団
塊
の
世
代
」

が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
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る

こ
と
に
伴
い
、
国
保
に
お
け
る
負
担
金

の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　市
は
今
後
、こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

適
切
な
準
備
基
金
の
確
保
を
念
頭
に
、

持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

11
年
連
続
据
え
置
き
に

令
和
５
年
度
国
保
料

四方会長＝写真左＝から答申を受ける山崎善也
市長

お
さ 

な
な 

じ
み

し

〞

み
ち 

ひ
と

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転
車
利
用
者

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に
な
り
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
、
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

努
力
義
務
の
対
象
が
拡
大
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転
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車
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ル
メ
ッ
ト
着
用

は
、
平
成
20
年
の
改
正
道
路
交
通
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降
、
13
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未
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の
児
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４
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ぶ
る
よ
う
努
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な
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ら
な
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」
と
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定
。
こ

の
改
正
法
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、
本
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４
月
に
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行
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れ
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。
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２
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５
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６
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。
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２
・

２
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れ
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な
り
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。
交
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故
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被
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。
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家
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転
車
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る
と
き
は
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ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
る
こ
と
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
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自
転
車
乗
る
な
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
！

４
月
か
ら
努
力
義
務
に

「ながら運転」は交通違反！
　イヤホンで音楽を聴きながら▽スマート
フォンを操作しながら▽傘を差しながら―の
運転は車や歩行者の接近に気
付きにくく、大きな事故につ
ながる危険な行為です。自転
車に乗るときは交通ルールを
守り、安全に利用しましょう。

　自転車事故は、通勤や通学、帰宅時間帯
に多く起きています。綾部市では、令和２
年11月に自転車で通学していた中学生が車
と衝突し、頭部を損傷する事故が発生しま
した。見た目や髪型が崩れるなど、着用に
抵抗がある人も多いと思いますが、いざと
いうとき大切な命を守るために、ヘルメッ
トの積極的な着用をお願いします。

自転車乗用中の交通事故死者の
主な致命傷の部位

通学時にも
ヘルメットの着用を

合計
2,145人

平成29年～令和３年 出典：警察庁

頭部
1,237人
58％

胸部
263人
12％

その他
394人
18％

腰部
90人
4％

けい部
161人
8％

半数以上が、
頭部への致命傷 !

綾部警察署交通課
係長  山科真琴さん
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綾部の茶  府で最高位に輝く

　市と府などは２月18日、青野町の北部産業創造センター
で「サイエンスキャンプinあやべ」を開催。市内外から参
加した小学５・６年生と中学生の14人が、ロボットに関す
る話を聞いたり、プログラミングを体験したりするなどし

て、デジタル技術の面白さを学
びました。豊里小学校６年生の
丸岡晃太朗くんは、府立工業高等学校の生徒に教わりながらオリジナル
ＬＥＤライトを製作。「作るのは難しかったけど、楽しかった。ものづく
りの技術をもっと知りたいと思った」と笑顔でした。

デジタル技術を学んで体験！

　宇治市で２月10日、昨年７月に同市で開催さ
れた第40回京都府茶品評会出品茶審査会の審査
結果を受け、褒賞授与式が行われました。本市
からは、綾部緑茶生産組合の福井ヒデ子さんが、
かぶせ茶の部門で農林水産大臣賞を受賞。また、
審査成績の最優秀の市町村に知事から贈られる
優勝旗が綾部市に授与されました。本年度授与
された優勝旗は、全国茶品評会の産地賞＝本紙
12月号参照＝と合わせ２本目となります。

30歳40歳がふるさとで同窓会
　市Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）で３月４日、あや
べ３０４０成人式が初開催されました。同実行
委員会（上畑隆昭委員長）が将来のＵＩターン
や定住を考える場として企画。今年度に30歳と
40歳を迎える本市出身者など51人が参加しまし
た。式典では30歳を代表し西雄拓未さん、40歳
を代表し大槻めぐみさんが近況やふるさとへの
思いをスピーチ。また、あやべ地域交流大使シャ
ンプーハットてつじさんを交え、本市の魅力など
ついて対談し、会場は大いに盛り上がりました。

ゼロカーボンシティ目指す取り組みを表彰
　市役所で２月16日、脱炭素社会に向けた優れた
取り組みや活動などを行う個人・団体を表彰する
「あやべゼロカーボン表彰」の表彰式を開催。最優
秀賞を受賞した舘町の大力浩二さんと聡美さん、
青野町のグンゼ綾部本社に黒谷和紙の賞状と綾部
市産材木製盾を授与しました。
　市は本年度、脱炭素への気運を高めるため、同
表彰を創設。取り組み内容など詳しくは、市ホー
ムページで公開しています。（記事ID2875）

　市
観
光
協
会
（
平
野
正
明
会
長
）

は
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
。
本
市
の
観
光
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
、「
輝
く
あ
や
べ
・

再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
観
光
写
真
を

募
集
し
、
こ
の
ほ
ど
入
賞
者
を
発
表

し
ま
し
た
。
大
賞
は
、
天
文
館
パ
オ

（
里
町
）
で
撮
影
し
た
、
白
木
文
枝

さ
ん
（
福
知
山
市
）
の
作
品
で
す
。

市
内
外
か
ら
２
６
２
点
集
ま
る

　本
市
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
同
コ
ン
ク
ー
ル
。
応
募
作

品
２
６
２
点
か
ら
大
賞
１
点
、
特
選

５
点
、
入
選
10
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
賞
、
特
選
以
外
の
入
選
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

　朝
子
政
司
（
野
田
町
）▽
阿
比
留

健
次
（
西
町
三
丁
目
）▽
安
村
篤
（
青

野
町
）▽
山
口
健
治
（
同
）▽
足
立
麻

美
（
福
知
山
市
）▽
木
崎
誠
（
同
）▽

植
田
空
羽
（
舞
鶴
市
）▽
近
藤
克
啓

（
京
都
市
）▽
福
井
齋
（
滋
賀
県
）▽

嶋
倉
英
幸
（
東
京
都
）

　入
選
作
品
は
３
月
17
日（
金
）か
ら

４
月
７
日（
金
）ま
で
、
あ
や
べ
観
光

案
内
所（
駅
前
通
り
）で
展
示
。
以
降
、

天
文
館
（
里
町
）、
あ
や
べ
温
泉
（
睦

寄
町
）
な
ど
市
内
各
所
で
約
１
カ
月

ご
と
に
巡
回
展
示
し
ま
す
。

入
賞
作
品
決
定

令和４年度

あ
や
べ
観
光
デ
ジ
タ
ル

　
　 フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル

ひ
と
し

く 

う

大  賞 綾部市長賞
大きなシャボン玉できたよ 　白木文枝（福知山市）

綾部商工会議所賞
秋の清流 松岡秀雄（舞鶴市）

あやべ市民新聞社賞
光跡 蘓理忠則（福知山市）

綾部市文化協会賞
由良川冬景色 野々垣泰輝（並松町）

京都新聞賞
夢のトンネル
 朝子政司（野田町）

京都府観光連盟賞
あやべ 安谷屋茜（大阪府）

特  選

記事ＩＤ＝市ホームページのＩＤ検索でＩＤを入力すると、関連ページが開きます

さん まる よん まる
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多
様
な
性
の
在
り
方
を
理
解
し
認
め
合
う

　
人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
や
特
徴
が
あ
る

よ
う
に
、
性
の
在
り
方
も
「
身
体
の
性
」

だ
け
で
な
く
▽
性
自
認
（
心
の
性
）▽

性
的
指
向
（
好
き
に
な
る
性
）▽
表
現

す
る
性
（
言
葉
遣
い
や
服
装
等
）―

な

ど
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
表

れ
方
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
組

み
合
わ
せ
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
の
違
い
は
個
性
で
あ
り
、

認
め
合
い
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
は
身
近
に

　
性
自
認
が
出
生
時
に
割
り
当
て
ら
れ

た
性
と
異
な
る
人
や
、
性
的
指
向
が
異

性
愛
だ
け
で
は
な
い
人
は
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
」
＝
本
紙
12
月
号
参
照
＝
と
表
現

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
「
性
的
少
数
者

（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）」
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
は
、
見
た
目
で
は

分
か
り
に
く
い
こ
と
も
多
く
、
身
近
に

「
い
な
い
」「
会
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
が
気
付
い

て
い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
へ

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
人
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
に
す
る
た
め
に
、
多
様
な

性
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
分
の
周
り
に

当
事
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
言
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
や
相
談
を
受
け
た
場

合
は
、真
摯
に
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。

本
人
の
了
解
な
し
に
他
人
に
話
す
ア
ウ

テ
ィ
ン
グ
は
、重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
へ
の
理
解
者
で
あ
る

「
ア
ラ
イ
（
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
）」
の
輪
を
広
げ
、

誰
も
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
生
き
ら

れ
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑪
性
の
多
様
性
と
人
権

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

春

両手の手のひらを上に向け、
お腹のあたりから上へ
２回あおぐ（暖かい風が下か
ら吹いてくる様子）

両手の手のひらをたたき合わ
せ回転させる（桜の花の咲く
様子）
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で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
マ
ス
ク
着

用
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
 

ウ
イ
ル
ス
対
策

教えて！マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
に

　マ
ス
ク
の
着
用
ル
ー
ル
が
３
月
13
日

（
学
校
現
場
は
４
月
１
日
）
か
ら
緩
和

さ
れ
、
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、自
分
を
感
染
か
ら
守
り
、

周
囲
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
▽
医
療

機
関
を
受
診
す
る
と
き
▽
高
齢
者
な
ど

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
が
多
く
入

院
・
生
活
す
る
医
療
機
関
や
高
齢
者
施

設
な
ど
を
訪
問
す
る
と
き
▽
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
時
な
ど
の
混
雑
し
た
電
車
や
バ
ス

（
概
ね
全
員
の
着
席
が
可
能
で
あ
る
と
き

を
除
く
）
に
乗
車
す
る
と
き―

な
ど
の

場
面
に
応
じ
て
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基

本
で
す
。
本
人
の
意
思
に
反
し
て
マ
ス

ク
の
着
脱
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。（
記
事
I
Ｄ
２
５
０
０
）

今月の手話

基本的な感染対策は
メリハリを

＜体調が悪い場合など＞
　体調が悪い人や新型コロナウイルス感染
症の検査で陽性となった人、同居する家族
に陽性となった人がいる人は、周囲に感染
を広げないために外出を控えてください。
通院などでやむをえず外出するときは、人
混みを避け、マスクの着用をお願いしま
す。

※子どもに対するマスク着用は、健やかな
教育・発達の妨げとならないよう配慮す
ることが重要です。感染が拡大している
場合は、一時的に場面に応じたマスク着
用を呼びかける可能性があります。保護
者や周りの大人が子どもの体調に注意し
配慮をお願いします。

編
者
＝
こ
ど
も
の
大
質
問
編
集
部

出
版
社
＝
青
春
出
版
社

　「おひめさまになりたい！」「飼っているカマキ
リを戦いに強くしたいです」など、子どもの可愛
い質問・疑問・難問から始まった、全国各地の図
書館司書が回答する奮闘記59話。

　市図書館にも日々、こんなピュアな
質問が寄せられています。ピュアな気
持ちや新鮮な疑問でいっぱいの「子ど
もの大質問」を読んでみませんか？

図
書
館
に
ま
い
こ
ん
だ

　
　 こ
ど
も
の
大
質
問

おすすめ
ポイント

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本

市
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等

の
視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区

を
順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
が
し
や
す
い
環
境

　
大
阪
府
の
南
部
か
ら
平
成
25
年
に
移

住
し
、市
内
の
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

綾
部
市
の
緑
に
囲
ま
れ
た
風
景
が
、
ふ

る
さ
と
に
似
て
い
て
住
み
心
地
の
良
さ

を
覚
え
ま
し
た
。
都
心
部
や
趣
味
の
海

釣
り
に
行
く
に
も
快
適
で
ア
ク
セ
ス
も

便
利
。
中
筋
地
区
は
病
院
や
学
校
、
買

い
物
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
そ
ろ
っ
て
い

て
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
で
す
。

人
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち

　
自
治
会
対
抗
の
運
動
会
や
山
添
神
社

で
行
わ
れ
る
納
涼
祭
、
秋
祭
り
な
ど
季

節
の
行
事
に
参
加
し
、
世
代
を
超
え
た

交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
綾
部
あ

じ
さ
い
風
鈴
祭
り
」の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

観
光
客
に
東
光
院
ま
で
の
道
の
り
を
聞

か
れ
た
り
、
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
を

見
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
人
が
集
う
場
所
や
機
会
が
多
い

こ
と
を
魅
力
に
感
じ
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
で
人
生
が
充
実

移
住
し
て
翌
年
に
消
防
団
に
入
団
。

活
動
を
通
し
て
、
地
元
住
民
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
昨
年
４
月
に

は
、
初
め
て
上
延
第
二
公
園
内
に
鯉
の

ぼ
り
を
掲
揚
。
中
に
は
、
他
の
地
区
か

ら
寄
付
を
受
け
た
鯉
の
ぼ
り
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
人
と
の
関
わ
り
で
、
人

生
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
。
こ

れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り

組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

中
筋
地
区

「消防団の詰所と、その正面にある子どもとよく遊
ぶ鳥ヶ坪町児童遊園地。 暮らしに密着した場所が私
のお気に入りです」と吉川さん

吉川 聖崇さん
（上延町）

きよ たか

し
ん  

し

記事ＩＤ＝市ホームページのＩＤ検索でＩＤを入力すると、関連ページが開きます
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、
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の
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の
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で
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は
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に
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現
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１
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、
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・
屋
外
を
問
わ
ず
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の
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に
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る
こ
と
に
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り
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し
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。
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だ
し
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分
を
感
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か
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守
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、
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に
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を
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な
い
た
め
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機
関
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と
き
▽
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者
な
ど
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化
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ク
の
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が
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く
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・
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機
関
や
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者
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設
な
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を
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き
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通
勤
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が
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で
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の
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に
反
し
て
マ
ス

ク
の
着
脱
を
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る
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と
が
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よ
う
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部
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出
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円（
高
校
生
以
下
無
料
）。
チ
ケ
ッ

ト
販
売
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内

所
（
駅
前
通
り
）、
山
家
公
民
館

（
鷹
栖
町
）、
は
と
や
文
具
店
（
西

町
一
丁
目
）、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ

フ
ェ
日
々
（
西
町
二
丁
目
）、
宗

衛
門
コ
ー
ヒ
ー
（
青
野
町
・
高

津
町
）、
有
明
オ
ー
ト
（
井
倉
新

町
）、ド
ッ
グ
フ
レ
ン
ズ
（
岡
町
）。

期
間
中
は
会
場
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。

問
野
崎
実
行
委
員
長

　☎（
42
）５
８
５
０

　荒
木
事
務
局
長
　

　☎（
42
）５
１
６
２

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
４
月
18
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ

や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第

２
会
議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、

西
町
三
丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市

精
保
健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部

前
納
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
に
は
保
険

料
を
免
除（
猶
予
）す
る
制
度
が
、

学
生
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

制
度
に
は
申
請
者
の
前
年
中
の
所

得
（
１
月
分
か
ら
６
月
分
に
つ
い

て
は
前
々
年
中
の
所
得
）
な
ど
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　申
請
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類
の
ほ

か
、
離
職
し
た
人
は
離
職
票
か
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
学
生
は

学
生
証
か
在
学
証
明
書
（
４
月
１

日
以
降
の
証
明
）
な
ど
を
お
持
ち

の
上
、
市
民
・
国
保
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
舞
鶴
年
金
事
務
所

　☎
０
７
７
３（
78
）１
１
６
５

　同
課
☎（
42
）４
２
５
３

有
道
佐
一
回
顧
展

　有
道
佐
一
回
顧
展
実
行
委
員
会

は
「
没
後
40
年
有
道
佐
一
回
顧

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
５
日（
水
）〜
10
日

（
月
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま

で
）。
場
所
／
グ
ン
ゼ
博
物
苑
集

蔵
（
青
野
町
）。
料
金
／
５
０
０

前
９
時
〜
午
後
７
時
。
開
票
／
４

月
９
日（
日
）午
後
９
時
30
分
（
予

定
）
か
ら
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町

三
丁
目
）
で
。
そ
の
他
／
開
票
速

報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｆ
Ｍ

い
か
る
で
、
午
後
10
時
か
ら
30
分

ご
と
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

令
和
５
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
５
２
０
円
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来

受
給
す
る
年
金
額
が
増
や
せ
ま
す
。

　１
年
分
の
納
付
書
は
、
４
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
。
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局
含
む
）
か
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
場

合
は
、
毎
月
の
保
険
料
が
翌
月

末
に
引
き
落
と
さ
れ
る
「
翌
月

末
振
替
」
と
、
毎
月
の
保
険
料
が

そ
の
月
の
月
末
に
引
き
落
と
さ
れ

る
「
当
月
末
振
替
（
早
割
）」
が

あ
り
ま
す
。
早
割
で
は
月
額
50
円

割
引
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

市
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　上
原
光

　☎（
49
）０
１
５
５

障
害
者
支
援
課

☎（
42
）４
３
１
８

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
出
張
相
談
会
を
行
い
、

が
ん
に
関
わ
る
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
４
月
20
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
府
中

丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）。
相
談

員
／
保
健
師
か
看
護
師
。
相
談
料

／
無
料
。
申
し
込
み
／
前
日
の
午

後
４
時
ま
で
に
府
が
ん
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
４
時
、
電
話
や
対
面

に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回

相
談　府

は
、
働
き
た
い
女
性
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー

ク
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回

山
山
頂
に
咲
く
サ
ク
ラ
と
眼
下
に

広
が
る
景
色
を
楽
し
む
約
７
㌔

㍍
。
日
時
／
４
月
８
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ
。
集
合
場

所
／
あ
や
べ
特
産
館
（
青
野
町
）。

参
加
費
／
１
５
０
０
円
。
最
少
催

行
人
数
／
５
人
。
定
員
／
15
人
。

大
栗
峠
＝
コ
ー
ス
／
古
く
か
ら
多

く
の
人
が
往
来
し
た
歴
史
の
道
を

歩
く
約
10
㌔
㍍
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

上
級
者
向
け
。
日
時
／
４
月
15
日

（
土
）午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時

ご
ろ
。
集
合
場
所
／
観
光
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）。
参
加
費
／
２

５
０
０
円
。
最
少
催
行
人
数
／
５

人
。
定
員
／
15
人
。
寺
山
と
四
尾

山
縦
走
登
山
＝
コ
ー
ス
／
市
街
地

の
風
景
や
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
、
２
つ
の
低
山
を
縦
走
す
る
約

７
㌔
㍍
。
日
時
／
５
月
６
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ
。
集

合
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
参
加
費
／
２
０
０

０
円
。
最
少
催
行
人
数
／
５
人
。

定
員
／
15
人
。
イ
ン
フ
ラ
建
設
の

歴
史
を
辿
り
ま
す
＝
コ
ー
ス
／
近

代
綾
部
建
設
の
骨
格
に
な
る
舞
鶴

線
・
鉄
橋
や
綾
部
大
橋
・
井
堰
・

用
水
な
ど
を
辿
る
約
６
㌔
㍍
。
日

時
／
５
月
19
日（
金
）午
前
10
時
20

分
〜
午
後
３
時
30
分
ご
ろ
。
集
合

場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所
（
駅

相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
１
金
曜
日
（
５

月
、
11
月
は
第
２
金
曜
日
）。
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
。
場
所
／
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）。

相
談
内
容
／
マ
マ
さ
ん
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
コ
ー
ナ
ー
＝
子
育
て
中
の

女
性
が
就
職
す
る
際
に
必
要
な
保

育
や
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
役

立
つ
情
報
の
紹
介
な
ど
。
ひ
と
り

親
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー
＝
家
庭
の

状
況
や
職
業
適
性
に
応
じ
た
相

談
、
就
職
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー
の
案
内
な
ど
。
申
込
方
法
／

予
約
必
要
。
開
催
日
の
10
日
前
ま

で
（
原
則
）
に
各
コ
ー
ナ
ー
へ
。

問
マ
マ
さ
ん
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

コ
ー
ナ
ー

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
９
７
　

ひ
と
り
親
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー

☎
０
７
７
３（
23
）２
７
７
１

春
を
体
感
！
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰

り
で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行

こ
う
！
綾
部
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

桜
巡
り
と
絶
景
の
高
城
山
＝
コ
ー

ス
／
花
見
ス
ポ
ッ
ト
・
春
の
高
城

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

民
生
児
童
委
員
が
決
定

　調
整
中
だ
っ
た
地
区
の
、
民
生

児
童
委
員
＝
本
紙
12
月
号
参
照
＝

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
（
敬
称
略
）。

綾
部
西
部
／
井
倉
町
＝
小
出
晃
子

▽
井
倉
新
町
、
プ
レ
シ
ア
ス
、
井

倉
新
町
団
地
＝
内
藤
貴
代
見
。
吉

美
／
多
田
町
、
高
倉
町
＝
四
方
敦

子
。
中
上
林
／
大
町
、
弓
削
＝
井

上
良
美
。

問
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０

４
月
９
日
は
府
議
会
議
員
一
般
選
挙

　４
月
９
日
は
京
都
府
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
私
た

ち
の
代
表
を
決
め
る
大
事
な
選
挙

で
す
。
棄
権
し
な
い
で
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
／
４
月
９
日（
日
）午
前
７
時

〜
午
後
８
時
（
一
部
は
午
後
７
時

ま
で
）。
期
日
前
投
票
／
市
役
所

本
庁
１
階
会
議
室
＝
４
月
１
日

（
土
）〜
８
日（
土
）午
前
８
時
〜
午

後
８
時
。
上
林
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
・
物
部
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー

＝
４
月
６
日（
木
）〜
８
日（
土
）午

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

前
通
り
）。
参
加
費
／
１
０
０
０

円
。
最
少
催
行
人
数
／
６
人
。
共

通
＝
雨
天
中
止
。
昼
食
や
飲
み
物

は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
等
に
ふ
さ
わ
し
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
／
開
催
日
の
３
日
前
の
午
後
５

時
ま
で
に
観
光
協
会
へ
。

問
観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

３
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
７
８
６
人
（
男
１

４
７
６
２
、
女
１
６
０
２
４
）
。

世
帯
数
は
１
３
６
８
１
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

２
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
３
５
４
㌧
（
前
年
比
３
・

７
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
45
㌧
（
同
26
・
６
㌫

減
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

円（
高
校
生
以
下
無
料
）。
チ
ケ
ッ

ト
販
売
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内

所
（
駅
前
通
り
）、
山
家
公
民
館

（
鷹
栖
町
）、
は
と
や
文
具
店
（
西

町
一
丁
目
）、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ

フ
ェ
日
々
（
西
町
二
丁
目
）、
宗

衛
門
コ
ー
ヒ
ー
（
青
野
町
・
高

津
町
）、
有
明
オ
ー
ト
（
井
倉
新

町
）、ド
ッ
グ
フ
レ
ン
ズ
（
岡
町
）。

期
間
中
は
会
場
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。

問
野
崎
実
行
委
員
長

　☎（
42
）５
８
５
０

　荒
木
事
務
局
長
　

　☎（
42
）５
１
６
２

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
４
月
18
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ

や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第

２
会
議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、

西
町
三
丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市

精
保
健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部

前
納
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
に
は
保
険

料
を
免
除（
猶
予
）す
る
制
度
が
、

学
生
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

制
度
に
は
申
請
者
の
前
年
中
の
所

得
（
１
月
分
か
ら
６
月
分
に
つ
い

て
は
前
々
年
中
の
所
得
）
な
ど
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　申
請
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類
の
ほ

か
、
離
職
し
た
人
は
離
職
票
か
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
学
生
は

学
生
証
か
在
学
証
明
書
（
４
月
１

日
以
降
の
証
明
）
な
ど
を
お
持
ち

の
上
、
市
民
・
国
保
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
舞
鶴
年
金
事
務
所

　☎
０
７
７
３（
78
）１
１
６
５

　同
課
☎（
42
）４
２
５
３

有
道
佐
一
回
顧
展

　有
道
佐
一
回
顧
展
実
行
委
員
会

は
「
没
後
40
年
有
道
佐
一
回
顧

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
５
日（
水
）〜
10
日

（
月
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま

で
）。
場
所
／
グ
ン
ゼ
博
物
苑
集

蔵
（
青
野
町
）。
料
金
／
５
０
０

前
９
時
〜
午
後
７
時
。
開
票
／
４

月
９
日（
日
）午
後
９
時
30
分
（
予

定
）
か
ら
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町

三
丁
目
）
で
。
そ
の
他
／
開
票
速

報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｆ
Ｍ

い
か
る
で
、
午
後
10
時
か
ら
30
分

ご
と
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

令
和
５
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
５
２
０
円
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来

受
給
す
る
年
金
額
が
増
や
せ
ま
す
。

　１
年
分
の
納
付
書
は
、
４
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
。
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局
含
む
）
か
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
場

合
は
、
毎
月
の
保
険
料
が
翌
月

末
に
引
き
落
と
さ
れ
る
「
翌
月

末
振
替
」
と
、
毎
月
の
保
険
料
が

そ
の
月
の
月
末
に
引
き
落
と
さ
れ

る
「
当
月
末
振
替
（
早
割
）」
が

あ
り
ま
す
。
早
割
で
は
月
額
50
円

割
引
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

市
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　上
原
光

　☎（
49
）０
１
５
５

障
害
者
支
援
課

☎（
42
）４
３
１
８

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
出
張
相
談
会
を
行
い
、

が
ん
に
関
わ
る
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
４
月
20
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
府
中

丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）。
相
談

員
／
保
健
師
か
看
護
師
。
相
談
料

／
無
料
。
申
し
込
み
／
前
日
の
午

後
４
時
ま
で
に
府
が
ん
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
４
時
、
電
話
や
対
面

に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回

相
談　府

は
、
働
き
た
い
女
性
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー

ク
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回

山
山
頂
に
咲
く
サ
ク
ラ
と
眼
下
に

広
が
る
景
色
を
楽
し
む
約
７
㌔

㍍
。
日
時
／
４
月
８
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ
。
集
合
場

所
／
あ
や
べ
特
産
館
（
青
野
町
）。

参
加
費
／
１
５
０
０
円
。
最
少
催

行
人
数
／
５
人
。
定
員
／
15
人
。

大
栗
峠
＝
コ
ー
ス
／
古
く
か
ら
多

く
の
人
が
往
来
し
た
歴
史
の
道
を

歩
く
約
10
㌔
㍍
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

上
級
者
向
け
。
日
時
／
４
月
15
日

（
土
）午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時

ご
ろ
。
集
合
場
所
／
観
光
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）。
参
加
費
／
２

５
０
０
円
。
最
少
催
行
人
数
／
５

人
。
定
員
／
15
人
。
寺
山
と
四
尾

山
縦
走
登
山
＝
コ
ー
ス
／
市
街
地

の
風
景
や
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
、
２
つ
の
低
山
を
縦
走
す
る
約

７
㌔
㍍
。
日
時
／
５
月
６
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ
。
集

合
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
参
加
費
／
２
０
０

０
円
。
最
少
催
行
人
数
／
５
人
。

定
員
／
15
人
。
イ
ン
フ
ラ
建
設
の

歴
史
を
辿
り
ま
す
＝
コ
ー
ス
／
近

代
綾
部
建
設
の
骨
格
に
な
る
舞
鶴

線
・
鉄
橋
や
綾
部
大
橋
・
井
堰
・

用
水
な
ど
を
辿
る
約
６
㌔
㍍
。
日

時
／
５
月
19
日（
金
）午
前
10
時
20

分
〜
午
後
３
時
30
分
ご
ろ
。
集
合

場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所
（
駅

相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
１
金
曜
日
（
５

月
、
11
月
は
第
２
金
曜
日
）。
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
。
場
所
／
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）。

相
談
内
容
／
マ
マ
さ
ん
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
コ
ー
ナ
ー
＝
子
育
て
中
の

女
性
が
就
職
す
る
際
に
必
要
な
保

育
や
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
役

立
つ
情
報
の
紹
介
な
ど
。
ひ
と
り

親
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー
＝
家
庭
の

状
況
や
職
業
適
性
に
応
じ
た
相

談
、
就
職
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー
の
案
内
な
ど
。
申
込
方
法
／

予
約
必
要
。
開
催
日
の
10
日
前
ま

で
（
原
則
）
に
各
コ
ー
ナ
ー
へ
。

問
マ
マ
さ
ん
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

コ
ー
ナ
ー

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
９
７
　

ひ
と
り
親
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー

☎
０
７
７
３（
23
）２
７
７
１

春
を
体
感
！
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰

り
で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行

こ
う
！
綾
部
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

桜
巡
り
と
絶
景
の
高
城
山
＝
コ
ー

ス
／
花
見
ス
ポ
ッ
ト
・
春
の
高
城

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

民
生
児
童
委
員
が
決
定

　調
整
中
だ
っ
た
地
区
の
、
民
生

児
童
委
員
＝
本
紙
12
月
号
参
照
＝

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
（
敬
称
略
）。

綾
部
西
部
／
井
倉
町
＝
小
出
晃
子

▽
井
倉
新
町
、
プ
レ
シ
ア
ス
、
井

倉
新
町
団
地
＝
内
藤
貴
代
見
。
吉

美
／
多
田
町
、
高
倉
町
＝
四
方
敦

子
。
中
上
林
／
大
町
、
弓
削
＝
井

上
良
美
。

問
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０

４
月
９
日
は
府
議
会
議
員
一
般
選
挙

　４
月
９
日
は
京
都
府
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
私
た

ち
の
代
表
を
決
め
る
大
事
な
選
挙

で
す
。
棄
権
し
な
い
で
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
／
４
月
９
日（
日
）午
前
７
時

〜
午
後
８
時
（
一
部
は
午
後
７
時

ま
で
）。
期
日
前
投
票
／
市
役
所

本
庁
１
階
会
議
室
＝
４
月
１
日

（
土
）〜
８
日（
土
）午
前
８
時
〜
午

後
８
時
。
上
林
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
・
物
部
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー

＝
４
月
６
日（
木
）〜
８
日（
土
）午

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

前
通
り
）。
参
加
費
／
１
０
０
０

円
。
最
少
催
行
人
数
／
６
人
。
共

通
＝
雨
天
中
止
。
昼
食
や
飲
み
物

は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
等
に
ふ
さ
わ
し
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
／
開
催
日
の
３
日
前
の
午
後
５

時
ま
で
に
観
光
協
会
へ
。

問
観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

３
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
７
８
６
人
（
男
１

４
７
６
２
、
女
１
６
０
２
４
）
。

世
帯
数
は
１
３
６
８
１
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

２
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
３
５
４
㌧
（
前
年
比
３
・

７
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
45
㌧
（
同
26
・
６
㌫

減
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

４
月
11
日（
火
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち

物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

ル
■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

４
月
21
日（
金
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

４
月
25
日（
火
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

綾
部
八
幡
宮
春
季
大
祭

「
お
田
植
式
奉
納
」

■日 

４
月
２
日（
日
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
八
幡
宮
（
宮
代
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

令
和
５
年
度
固
定
資
産
縦
覧
・
閲
覧

■日 
４
月
３
日（
月
）〜
５
月
31
日（
水
）

■時 
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■場 
税
務
課

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
４
４

入
園
式
・
入
学
式

■日 

４
月
10
日（
月
）＝
幼
稚
園

■日 

４
月
11
日（
火
）＝
小
学
校
、
東
綾

　・
上
林
中
学
校

■日 

４
月
12
日（
水
）＝
中
学
校

■場
■問 

各
園
・
校

綾
部
市
民
総
合
体
育
大
会
開
会
式
兼

第
71
回
四
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
春
季

大
会

綾
部
市
代
表
選
手
団
結
団
式

■日 

４
月
19
日（
水
）■時 

19
時
〜

■場 

あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

あ
や
べ
de
手
作
り
市

■日 

４
月
22
日（
土
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

■問 

あ
や
べ
特
産
館

　☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

４
月
26
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

あ
や
べ
由
良
川
花
壇
展

■日 

４
月
29
日（
土・祝
）〜
５
月
１
日（
月
）

■時 

９
時
〜
16
時

■場 

由
良
川
花
庭
園
（
青
野
町
）

■問 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

足
利
尊
氏
公
忌
法
要

■日 

４
月
29
日（
土・祝
）■時 
10
時
〜
正
午

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

あ
や
べ
丹
の
国
ま
つ
り

■日 

４
月
29
日（
土
・
祝
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

綾
部
市
街
地
周
辺

■問 

同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
商
工

　会
議
所
）☎（
42
）０
７
０
１

育
児
相
談

■日 

４
月
４
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

４
月
５
、
19
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

４
月
５
、
19
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

人
権
相
談

■日 

４
月
10
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課

　☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

４
月
11
、
25
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

空
き
家
相
談
会

■日 

４
月
13
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
４
月
６
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

４
月
17
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

４
月
19
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

４
月
19
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

行
政
相
談

■日 

４
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

４
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日 

４
月
20
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
４
月
13
日（
木
）８
時

　30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

法
律
・
登
記
相
談

■日 

４
月
21
日（
金
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

４
月
26
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日 

４
月
27
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

５
月
２
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
４
月
25
日（
火
）〜

　４
月
28
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

４
月
２
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

４
月
２
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町一丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

４
月
６
、
13
、
20
、
27
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　

 

（
42
）４
２
４
６
（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
子
育
て
支
援
に
》

中
丹
自
動
車
整
備
工
業
協
同
組
合

青
年
部
会
（
福
知
山
市
）
　10
万
円 

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

56
件 

６
０
１
万
５
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
3
〜
4
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

市ホームページに掲載する
バナー広告を募集します。
1枠縦60ピクセル、横183ピクセル
詳しくはお問い合わせください。

〈問い合わせ〉秘書広報課　電話（42）4205

バナー広告
募集

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

４
月
11
日（
火
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち

物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

ル
■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

４
月
21
日（
金
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

４
月
25
日（
火
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

綾
部
八
幡
宮
春
季
大
祭

「
お
田
植
式
奉
納
」

■日 

４
月
２
日（
日
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
八
幡
宮
（
宮
代
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

令
和
５
年
度
固
定
資
産
縦
覧
・
閲
覧

■日 
４
月
３
日（
月
）〜
５
月
31
日（
水
）

■時 
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■場 
税
務
課

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
４
４

入
園
式
・
入
学
式

■日 

４
月
10
日（
月
）＝
幼
稚
園

■日 

４
月
11
日（
火
）＝
小
学
校
、
東
綾

　・
上
林
中
学
校

■日 

４
月
12
日（
水
）＝
中
学
校

■場
■問 

各
園
・
校

綾
部
市
民
総
合
体
育
大
会
開
会
式
兼

第
71
回
四
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
春
季

大
会

綾
部
市
代
表
選
手
団
結
団
式

■日 

４
月
19
日（
水
）■時 

19
時
〜

■場 

あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

あ
や
べ
de
手
作
り
市

■日 

４
月
22
日（
土
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

■問 

あ
や
べ
特
産
館

　☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

４
月
26
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

あ
や
べ
由
良
川
花
壇
展

■日 

４
月
29
日（
土・祝
）〜
５
月
１
日（
月
）

■時 

９
時
〜
16
時

■場 

由
良
川
花
庭
園
（
青
野
町
）

■問 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

足
利
尊
氏
公
忌
法
要

■日 

４
月
29
日（
土・祝
）■時 
10
時
〜
正
午

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

あ
や
べ
丹
の
国
ま
つ
り

■日 

４
月
29
日（
土
・
祝
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

綾
部
市
街
地
周
辺

■問 

同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
商
工

　会
議
所
）☎（
42
）０
７
０
１

育
児
相
談

■日 

４
月
４
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

４
月
５
、
19
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

４
月
５
、
19
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

人
権
相
談

■日 

４
月
10
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課

　☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

４
月
11
、
25
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

空
き
家
相
談
会

■日 

４
月
13
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
４
月
６
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

４
月
17
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

４
月
19
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

４
月
19
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

行
政
相
談

■日 

４
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

４
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日 

４
月
20
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
４
月
13
日（
木
）８
時

　30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

法
律
・
登
記
相
談

■日 

４
月
21
日（
金
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

４
月
26
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日 

４
月
27
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

５
月
２
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
４
月
25
日（
火
）〜

　４
月
28
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

４
月
２
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

４
月
２
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町一丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

４
月
６
、
13
、
20
、
27
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　

 

（
42
）４
２
４
６
（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
子
育
て
支
援
に
》

中
丹
自
動
車
整
備
工
業
協
同
組
合

青
年
部
会
（
福
知
山
市
）
　10
万
円 

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

56
件 

６
０
１
万
５
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）
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お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
3
〜
4
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

市ホームページに掲載する
バナー広告を募集します。
1枠縦60ピクセル、横183ピクセル
詳しくはお問い合わせください。

〈問い合わせ〉秘書広報課　電話（42）4205

バナー広告
募集
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 編
集
／
秘
書
広
報
課

2023（
令
和
5）年

3月
16日

発
行

３
月
号

「綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…など、綾部のホットな市政情報や
旬の話題を幅広くお届けします。

四都市スポーツ大会冬季大会で初優勝
綾部市スキー協会

今回の情報すくらんぶるは、綾部市スキー協会（立藤聡会
長）を紹介します。

す
べ
て
の
部
門
で
優
勝

　同
会
は
１
月
29
日
、
兵
庫
県
神
鍋
高

原
万
場
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
第
71

回
四
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会

（
綾
部
市
、
福
知
山
市
、
宮
津
市
、
舞

鶴
市
、
四
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
）
に

出
場
。
多
く
の
同
会
会
員
で
構
成
さ
れ

た
市
代
表
チ
ー
ム
は
総
合
部
門
、
男
子

の
部
、
女
子
の
部
の
す
べ
て
で
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　種
目
は
旗
門
と
よ
ば
れ
る
２
本
の

ポ
ー
ル
を
通
過
し
な
が
ら
タ
イ
ム
を
競

う
「
大
回
転
」
競
技
。
ゴ
ー
ル
し
た
選

手
の
上
位
か
ら
順
に
高
得
点
が
加
算
さ

れ
、
チ
ー
ム
ご
と
の
合
計
点
を
競
い
ま

す
。
今
回
は
ト
ッ
プ
こ
そ
他
市
に
譲
っ

た
も
の
の
、
上
位
の
多
く
を
綾
部
市
勢

が
占
め
る
大
健
闘
。
71
回
目
で
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
を
通
し
て
多
様
な
つ
な
が
り
を

　同
会
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
実
施
す

る
数
回
の
合
宿
で
ス
キ
ー
の
技
術
向
上

を
図
る
ほ
か
、
市
民
駅
伝
に
参
加
し

チ
ー
ム
の
体
力
向
上
や
団
結
力
強
化
を

行
い
ま
す
。
近
年
の
ス
キ
ー
人
口
の
減

少
な
ど
で
会
員
不
足
に
悩
ん
で
い
る
と

い
う
同
会
で
は
、
他
市
と
の
連
携
事
業

や
、
将
来
的
に
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど

を
含
め
た
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
裾
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
模
索

中
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
同
会
会
長

（
☎
０
９
０―

７
４
８
７―

５
９
５
２
）

ま
で
。
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　今回の勝利は出場した選手だけで
なく大会開催の当番市として運営に
携わった役員、スポーツ協会など多
くの関係者の力で勝ち取った、チー
ムあやべの総合力のたまものです。
今後も優勝を目指していきます。ス
キー経験のある人はもちろん、ス
キーを楽しみたい人や感心のある人
の参加をお待ちしています。

同会会長　立藤 聡さん


